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農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき農業委員会のうごき

輪わ

島じ
ま

市
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
に
よ
り
生
産

者
が
減
少
し
て
い
た
し
い
た
け
産
地
の
再
生
を
目

指
し
、
平
成
22
年
10
月
に
県
や
市
町
、
Ｊ
Ａ
、
生

産
者
な
ど
に
よ
り
奥
能
登
原
木
し
い
た
け
活
性
化

協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
①
原
木
斡
旋
と
新
規
栽
培
農
家

の
掘
り
起
こ
し
、
②
技
術
指
導
（
研
修
会
、
巡
回

指
導
）
、
③
共
選
事
業
の
実
施
、
④
消
費
宣
伝
活

動
、
⑤
里
山
保
全
活
動
の
啓
発
と
地
域
と
の
連

携
・
後
継
者
育
成
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
共
選
の
規
格
で

傘
８
㎝
以
上
、
肉
厚
３
㎝
以
上
、
巻
き
込
み
１
㎝
以
上
の
も
の
を
特
秀
品
と

し
て
「
の
と
て
ま
り
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
平
成
23
年
に
商
標
登
録
、
初
競

り
で
６
枚
１
５
，
５
０
０
円
と
い
う
破
格
の
値
が
付
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
ま
た
、
消
費
宣
伝
活
動
と
し
て
、
地
元
の
祭
り
や
金
沢
市
の
市
場
で
Ｐ

Ｒ
活
動
、
金
沢
市
の
有
名
店
で
創
作
料
理
を
提
供
、
地
元
高
校
と
の
連
携
で

啓
発
を
行
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
ブ
ラ
ン
ド
化
・
共
選
に
よ
る
品
質
の
安
定

な
ど
に
よ
っ
て
販
路
を
広
げ
て
い

ま
す
。
平
成
22
年
に
４
名
だ
っ
た

生
産
者
数
が
平
成
30
年
に
は
１
０

８
名
に
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
成
功
を
収
め
た
要

因
に
は
、
取
り
組
み
内
容
を
徹
底

し
て
行
っ
た
こ
と
に
加
え
、
コ
ナ

ラ
の
原
木
が
多
く
あ
り
、
風
通
し

が
よ
く
昼
間
気
温
が
上
が
っ
て
も

す
ぐ
に
下
が
る
地
形
な
ど
、
し
い

た
け
栽
培
に
適
し
た
土
地
だ
っ
た

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

（
文
書
：
田
村
好
司
委
員
）

▲研修のようす

七な
な
お尾

市
中
島
町
鉈
打
地
区
で

は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

将
来
の
農
業
継
続
や
地
域
の
活
力

低
下
に
危
機
感
を
持
た
れ
、
平
成

20
年
か
ら
25
年
に
「
鉈
打
ふ
る
さ

と
づ
く
り
協
議
会
」
に
お
い
て
、

鉈
打
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
農
地
の

集
積
に
よ
る
収
入
及
び
雇
用
の
確

保
な
ど
、
地
域
の
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く

り
の
話
し
合
い
を
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
、
集
落
ご
と
に
地
権
者

と
そ
の
家
族
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
、
鉈
打
地
区
内
の
各
集

落
の
現
状
を
地
図
に
貼
り
付
け
、
現
況
の
近
い
集
落
を
工
区

分
け
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
１
月
に
は
農
業
組
合
法
人
な
た
う
ち
を
創
設

し
、
農
業
で
地
域

を
支
え
る
た
め
の

営
農
活
動
も
始
め

ら
れ
ま
し
た
。

ほ
場
整
備
事
業

は
実
施
途
中
で
は

あ
り
ま
す
が
、
10

年
以
上
に
わ
た
る

活
動
に
よ
り
、
た

ど
り
着
か
れ
た
も

の
で
ご
苦
労
が
垣

間
見
え
る
内
容
で

し
た
。

中
なかじままちなたうち

島 町 鉈 打地 区
農 地 集 積 の
取 り 組 み

奥能登原木しいたけ
活性化協議会産地
ブランド化の取り組み

1日目

2日目

▲日本きのこセンターの平野参与から説明を受けました

石川県で農地利用最適化の取り組みを視察
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12
月
25

日
に
ガ
レ
リ

ア
か
め
お
か

で
「
野
生
鳥

獣
の
被
害
を

防
ぐ
研
修

会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。
野
生
鳥

獣
対
策
連
携

セ
ン
タ
ー
の

上
田
剛
平
氏

よ
り
、
野
生
鳥
獣
の
実
態
や
被
害
防
除
対

策
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
そ
の
後
本
市

農
業
委
員
会
の
大
沢
泰
一
会
長
か
ら
「
有

害
鳥
獣
対
策
に
関
す
る
意
見
書
提
出
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
事
例
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
南
丹
市
内
の
有
害
鳥
獣
の
被
害
状

況
や
、
サ
ル
の
被
害
の
対
策
と
し
て
、
サ

ル
の
群
れ
が
集
落
に
近
づ
い
て
き
た
場

合
、
登
録
者
に
メ
ー
ル
配
信
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
に
加
え
、
市
農
業

委
員
会
の
農
政
部
会
内
で
、
鳥
獣
害
対
策

グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
、
課
題
解
決
に
向

け
て
協
議
し
て
い
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し

た
。農

業
者
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
内
容
で

あ
っ
た
た
め
、
参
加
者
か
ら
熱
心
な
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

（
文
書
：
平
野
清
久
委
員
）

10
月
21
日
に
、
「
令
和
元
年
度
農
地
等

利
用
最
適
化
推
進
施
策
の
改
善
に
関
す
る

意
見
書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

①
「
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
」

②
「
ス
マ
ー
ト
農
業
の
普
及
推
進
に
つ

い
て
」
と
い
っ
た
、
農
地
等
の
利
用
の
最

適
化
を
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
に
必
要
な
施
策
の
改
善
な
ど
を
意
見

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

市
農
業
委
員
会
と
し
て
地
元
農
家
の
悩

み
に
寄
り
添
い
、
農
地
を
地
域
で
守
る
営

農
組
織
な
ど
と
も
協
議
を
重
ね
、
担
い
手

の
発
掘
や
育
成
に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域

の
状
況
に
応
じ
た
活
動
を
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
11
月
７
日
に
南
丹
市
よ
り
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

研修会にて市農業委員会の取り組みを発表

★農業者年金は、国民年金（基礎年金）に上乗せした任意加入の公的年金制度です
❶積立方式（確定拠出型）で少子高齢化時代に強い年金です！
❷生活設計や経営状況に合わせて（２万円～６万７千円まで千円単位で）保険料設定が可能です。
❸20～39歳の方には保険料の3～5割の補助制度があります。（※別途要件あり）

申込・お問合せ／南丹市農業委員会事務局　電話0771-68-0067

国民年金
第１号被保険者

（免除者は除く）

農作業日数
年間60日以上 60歳未満の方加入資格

農業者年金へ加入しませんか

▲左から西村市長、大沢会長、
野村職務代理、上田農政部会長

取り組みについて語る大沢会長

農地等最適化推進施策の改善に関する意見書を提出

■意見書の全文ならびに回答はＨＰで公開しています。
URL: http://www.city.nantan.kyoto.jp/www/gove/145/003/000/index_45354.html
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地元で活躍されている方や農業に関する取り組み、
また、日々の生活に密着したまち情報をお伝えします！

吉富村のみなさん吉富村のみなさん

 

まちかど通信まちかど通信まちかど通信

　
田
中
忍
さ
ん
は
昨
年
12
月
に

南
丹
市
で
の
「
担
い
手
養
成
実

践
農
場
」
で
２
年
間
の
研
修
を

終
え
、
今
年
か
ら
本
格
的
に
農

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
園
部
町
出
身
で
非
農
家
に
生

ま
れ
、
大
学
で
は
経
営
学
部

と
、
農
業
と
は
縁
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
大
学
を
卒
業
し

て
社
会
人
の
頃
、
京
都
市
内
で

開
か
れ
た
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）

で
新
鮮
な
野
菜
に
出
会
い
、
「
自
分
も
こ
ん
な
野
菜
を
育
て

た
い
」
と
思
い
、
ま
た
、
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
の
栽
培
に
魅

力
を
感
じ
、
農
業
へ
の
道
を
選
ば
れ
ま
し
た
。

苦
労
さ
れ
た
こ
と
は
、
作
付
け
計
画
通
り
に
い
か
な
い
こ
と
や
、
収

量
の
予
測
を
す
る
こ
と
、
失
敗
し
た
と
き
の
対
応
に
苦
戦
し
た
こ
と
だ

そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
お
聞
き
す
る

と
、
「
現
在
２
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

で
キ
ュ
ウ
リ
や
春
菊
、
ナ
ス
ビ
の
露
地

栽
培
な
ど
野
菜
を
栽
培
・
出
荷
し
て
い

る
が
、
２
棟
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
増

設
し
、
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
機
械
を
充
実

さ
せ
、
多
く
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
安
全
で
新
鮮
な
野
菜
作
り
を
目
指
し

て
い
る
。
」
と
、
熱
い
思
い
を
込
め
て

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
取
材
：
田
中
靖
二
委
員
）

吉
富
村
（
き
っ
と
み
む
ら
）
は
JR
吉
富
駅

近
く
の
国
道
９
号
線
沿
い
に
あ
る
手
作
り
市

で
、
地
域
の
農
産
物
・
加
工
品
を
主
に
販
売

し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
４
月
に
、
地
域
を
活
性
化
し
よ

う
と
い
う
思
い
か
ら
、
月
に
一
度
の
開
催
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

現
在
は
火
曜
日
を
除
く
常
設
の
里
山
市
と

し
て
続
い
て
お
り
、
特
に
第
２
日
曜
日
は

「
イ
ベ
ン
ト
吉
富
村
」
と
し
て
賑
わ
い
、
第

１
・
３
日
曜
日
は
嵐
山
へ
出
張
販
売
も
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
19
年
８
月
に
府
地
域
力
再
生
事
業
の

補
助
も
認
め
ら
れ
、
加
工
所
が
池
ノ
内
に
完

成
し
、
加
工
品
販
売
が
可
能
と
な
り
、
地
域
内
外
の
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
の
つ
な
が
り
を
き
っ
か
け
に
約
15
名
か
ら
な
る
、
し
ょ
う
が
の

栽
培
グ
ル
ー
プ
「
し
ょ
う
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
八
木
」
も
発
足
し
ま
し
た
。

　
里
山
市
と
し
て
13
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
、
生
産
者
の
方
や
来
場
客

が
増
え
る
よ
う
努
力
し
、
今
後
と
も
出
来
る
限
り
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と

メ
ン
バ
ー
一
同
願
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
是
非
と
も
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

（
取
材
：
福
嶋
重
樹
委

員
）

田中 忍さん田中 忍さん田中 忍さん田中 忍さん

新規就農しました！

（園部町南八田）

た なか しのぶ

吉富村吉富村吉富村吉富村

農産物販売所

（八木町室河原）

きっとみむら

★

京都縦貫自動車道

京都縦貫自動車道コンビニコンビニ

至池ノ内至池ノ内

JR嵯峨野線
JR嵯峨野線

吉富駅吉富駅 至八木至八木

八木西I.C八木西I.C

園部川園部川
吉富村
きっとみむら

至
園
部

至
園
部

9

吉富村のみなさん吉富村のみなさん
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★

由良川由良川至
安
掛

至
安
掛

至佐々里至佐々里

至河内谷至河内谷

美山町自然文化村
河鹿荘
美山町自然文化村
河鹿荘

美山中
郵便局
美山中
郵便局

38

ショップ21

 　
食
工
房
い
ろ
ど
り
は
、
か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
ほ
ど
近

い
美
山
町
中
に
あ
る
「
シ
ョ
ッ
プ
21
」
の
隣
の
工
房
で

調
理
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
化
が
進
む
中
、
食
事
作
り
も
十
分
で
き
な
く
誰

か
料
理
を
し
て
く
れ
る
人
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
の
話
が

あ
り
、
高
齢
者
の
見
守
り
を
兼
ね
て
、
平
成
24
年
か
ら

弁
当
の
宅
配
を
始
め
ま
し
た
。

　
現
在
、
近
所
の
仲
良
し
４
名
で
活
動
さ
れ
て
お
り
、

食
材
は
、
地
産
地
消
の
精
神
で
地
元
の
商
店
か
ら
調
達

し
、
お
米
は
地
元
産
の
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
て
い
ま

す
。

活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
事
は
、
高
齢
者
の
方
が
弁
当
が
届
く
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子
を
伺
う
と
仕
事
の
疲
れ
が
と
れ
る
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
が
配
達
を
行
い
ま
す
の
で
冬
場
の
積
雪
が
多
い
時
は
、
車
の
運
転
が

心
細
い
と
の
こ
と
で
す
。

メ
ン
バ
ー
一
同
、
年
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様

が
い
る
限
り
は
続
け
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
弁
当
の
他
、
法
事
な
ど
の
鉢
物
料
理
も

提
供
が
で
き
ま
す
の
で
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（
取
材
：
倉
内
裕
委
員
）

久
野
さ
ん
は
、
元
々
農
業
以
外
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
日
吉
地
域
で
さ
れ
て
い
る
黒

大
豆
、
水
稲
栽
培
に
新
機
材
の
ド
ロ
ー
ン
を
駆
使
し
た

ス
マ
ー
ト
農
業
を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
考
え
、
高

校
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
小
林
さ
ん
と
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｘ
Ｉ

Ａ（
ユ
ニ
シ
ア
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
皆
様
既
に
ご
存
知
か
と
思
い

ま
す
が
、
リ
モ
コ
ン
で
操
作
し
、
複
数
の
プ
ロ
ペ
ラ
で

飛
ぶ
機
械
で
す
。

具
体
的
に
は
、
水
田
の
除
草
剤
や
カ
メ
ム
シ
防
除

剤
、
黒
大
豆
の
殺
虫

剤
、
九
条
ネ
ギ
な
ど
の
追
肥
な
ど
を
、
上
空
か
ら
散

布
し
ま
す
。

　
動
噴
に
比
べ
作
業
時
間
の
短
縮
や
、
従
来
の
無
人

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
違
い
低
空
を
飛
び
、
小
回
り
が
効

く
た
め
小
さ
な
農
地
で
も
作
業
が
可
能
で
あ
り
、
集

団
農
地
内
の
一
部
だ
け
を
散
布
し
た
り
、
農
地
毎
に

薬
剤
を
変
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ド
ロ
ー

ン
に
カ
メ
ラ
を
取
り
付
け
て
上
空
か
ら
撮
影
・
点
検
も
で

き
ま
す
。

　
農
家
の
減
少
、
高
齢
化
が
進
む
中
、

効
率
よ
く
作
業
で
き
る
「
ス
マ
ー
ト
農

業
」
は
地
域
の
担
い
手
と
し
て
大
き
な

期
待
が
か
か
り
ま
す
。
ユ
ニ
シ
ア
で
は

現
在
、
作
業
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
一
度
連
絡
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
取
材
：
井
上
雅
晶
委
員
）

UNIXIA（ユニシア）UNIXIA（ユニシア）UNIXIA（ユニシア）UNIXIA（ユニシア）

ドローンを用いて
スマート農業

（日吉町佐々江）

食工房いろどり食工房いろどり食工房いろどり食工房いろどり
地域に根ざして

（美山町中）

食工房いろどりのみなさん食工房いろどりのみなさん

ドローンで散布していますドローンで散布しています

代表の久野光平さん代表の久野光平さん

☎0771-73-0200
UNIXIA（ユニシア）

☎0771-77-0002
受付：ショップ21

く

の
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あの人この団体!あの人この団体!あの人この団体!

代
表
の
小こ

に
し
し
ん
や

西
真
也
さ
ん
は
幼
少
期
か
ら
農
業
と
身
近
な
環
境
の
中
で
育
ち
、
10
年
程
前
か
ら
認
定
農
業
者

と
し
て
本
格
的
に
就
農
さ
れ
、
昨
年
法
人
化
さ
れ
ま
し
た
。
経
営
は
水
稲
栽
培
を
主
と
し
、
そ
れ
に
関
わ
る

育
苗
か
ら
収
穫
・
販
売
ま
で
全
て
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
苗
の
販
売
や
田
植
え
、
稲
刈
り
の
作
業
を
請
け
負

い
、
地
元
農
家
さ
ん
の
身
近
な
存
在
と
し
て
取
り
組
ま
れ
、
そ
う
し
た
中
で
耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
こ
と
を

目
標
に
、
ほ
場
の
整
備
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

苦
労
し
た
こ
と
や
良
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農
業
は
自
然
相
手
で
、
災
害
や
獣
害
等
に
よ
る
品
質
低

下
や
収
量
の
減
収
な
ど
苦
労
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
ア
ピ
ー
ル
に
よ
り
、
よ
り

多
く
の
方
に
地
域
の
特
色
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
が
増
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
で
も
売
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
非
常
に
大
き
い
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
今
を
た
が
や
し
未
来
を
は
ぐ
く
む
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
近
年
、
米
価
の
低
下
と
共
に
耕
作
放
棄
地
が

増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の

地
域
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
使
命
感
を
持
ち
、
若

手
が
中
心
に
な
っ
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な
が
ら
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
事
業
展
開
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
日
々
の
農
作
業
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。最

後
に
抱
負
を
尋
ね
る
と
、
こ
れ
か
ら
も
地
元

は
も
と
よ
り
、
南
丹
市
内
の
農
業
者
の
方
々
と
の

連
携
や
意
見
交
換
、
消
費
者
の
声
を
聞
く
こ
と
に

加
え
、
生
産
者
の
取
り
組
み
や
産
地
情
報
を
伝
え

て
い
く
こ
と
も
大
切
な
役
割
だ
と
感
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｓ
（
た
が
や

す
）
」
が
地
域
の
農
業
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
取
材
：
寺
尾
義
延
委
員
・
東
野
裕
和
委
員
）

株式会社 T
た が や す

AGAYAS
（園部町南大谷）

地域農業の発展を目指し、力強く活動する
団体・個人を紹介します。

▲株式会社TAGAYASのみなさん

農業経営と暮らしに役立つ週刊の農業総合専門誌です。
農業者の視点で、さまざまな情報をお届けします。

　　　　　・週刊　月４回金曜日発行
　　　　　・月額７００円（税込）

申込：南丹市農業委員会事務局　電話0771-68-0067を購読しませんか。
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農地を貸したいという方と農業経営規模の拡大を図りたいという担い手農家との間で、安心して農
地の貸し借りができる手続きです。もちろん、これから農地を借りて農業を新たに始めるという方も
申請できます。手続きが比較的簡単で、農地法の許可は不要です。（市街化区域外の農地が対象）

契約期間が終了すれば、離作料を支払うことなく、自動的に地主に農地が返ってきます。
　※契約更新の有無については、契約期間が終了する約２ヵ月前に案内をします。

申請書提出の締切日は毎月20日（休日の場合
はその前日）で、翌月の５日前後に開催されます
農業委員会で審議され、承認されます。申請書は
農業委員会事務局の窓口にあります。また、南丹
市役所のホームページからもダウンロードできま
す。

利用権設定ってなに？

利用権設定によるメリット

【  お知らせ  】
従来、利用権設定申出書に地区担当農業委員の署
名捺印を頂いておりましたが、令和２年２月２１日
受付分から、「地区担当農業委員または農地利用最
適化推進委員」のどちらか１名から署名・捺印をい
ただくことになりました。
委員名簿は、南丹市役所のホームページや、農業
委員会だより３６号・４０号に掲載しています。

１０月１７日に、園部第二小学校の１年生
４０名が、５月２０日に苗を植え大きく成長し
たサツマイモの収穫を行いました。前日にイモ
ヅルを取り除き、茎の出ているサツマイモを傷
つけないように少しずつ掘っていき、大きな歓
声を上げながらイモ掘りを楽しみました。収穫
後、子どもたちは温かいふかしイモを口いっぱ
いにほうばり、ホクホクとした甘みのあるサツ
マイモの美味しさに満足した様子でした。

（取材：平野清久 委員）
美山小学校の２年生と遊休農地の活用と食育

をかねて、サツマイモを育てました。６月１３
日に、イモヅルを植え、１０月１５日に収穫し
ました。例年よりも小さく、数も少ないように
思いましたが、子どもたちは大喜び。自分で選
んだおイモを５本ずつ「重い、重い」と言いな
がら持って帰りました。今度は、いっしょに調
理もしてみたいと思います。

（取材：谷本みどり 委員）

委 員 活 動 の 紹 介

なるほど！
知っ得メモ

No

２ 利用権設定について
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委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅委 員 ぶ ら り 旅 旅人：吉見有正 委員

◆
広
報
委
員
会

平
野
　
清
久

田
村
　
好
司

東
野
　
裕
和

田
中
　
靖
二

寺
尾
　
義
延

吉
見
　
有
正

川
勝
　
芳
明

廣
瀨

　
　仁

福
嶋
　
重
樹

松
本
　
𠮷
弘

宇
野
十
三
治

岩
城
　
久
雄

谷
口
　
定
己

梅
津
　
義
明

倉
内
　
　
裕

谷
本
み
ど
り

藤
原
　
忠
司

12
月
８
日
に
、
美
山
町
宮
島
振
興
会
主
催
の
「
男
の

料
理
教
室
」
が
美
山
小
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
宮
島
振
興
会
で
は
、
「
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
地
区
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
独

身
男
性
に
は
簡
単
に
料
理
を
作
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
家
庭
持
ち
の
男
性
に
は
家
族
に
料
理
を
披
露

す
る
こ
と
で
喜
ば
れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
の
主
旨

で
す
。

料
理
の
得
意
な
宮
島
住
在
の
男
性
が
講
師
に
な
り
、

簡
単
レ
シ
ピ
を
伝
授
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
土
鍋
で

ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
卵
を
茹
で
た
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
イ
カ
と

里
芋
の
煮
付
け
、
大
根
の
鯖
煮
の
３
品
を
作
り
、
料
理

完
成
後
は
皆
さ
ん
で
試
食
を
行
い
ま
し
た
。
出
来
栄
え

の
感
想
を
語
り
合
い
、
思
い
の
外
美
味
し
い
と
の
評
価

と
な
り
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
を
変
え
て
次
回
も
行
う
こ
と

に
な
り
そ
う
で
す
。

（
取
材
：
倉
内
裕
委
員
）

毎
年
10
月
下
旬
に
な
る
と
、
長
野
県
高
山
村

に
あ
る
奥
山
田
温
泉
と
、
Ｊ
Ａ
高
山
共
選
所
へ

リ
ン
ゴ
を
買
い
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
リ

ン
ゴ
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
６

年
前
に
奥
山
田
温
泉
へ
宿
泊
し
た
帰
り
道
に
、

と
て
も
賑
わ
っ
て
い
る
販
売
所
が
目
に
入
り
、

立
ち
寄
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ
の
時
に

買
っ
た
「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」
と
い
う
リ
ン
ゴ

が
大
変
美
味
し
く
気
に
入
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ

以
来
毎
年
、
リ
ン
ゴ
を
求
め
て
Ｊ
Ａ
高
山
共
選

所
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
観
光
を
兼
ね
て
、
日
本
百
名
城

の
一
つ
で
あ
る
長
野
市
に
あ
る
松
代
城
に
行
き

ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
同
じ
頃
に
リ
ン
ゴ
を
買
う
こ
と

を
楽
し
み
に

訪
れ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま

す
。

〜
長
野
旅
行
〜

男
の
料
理
教
室　　
　
　
　
　
　
　（美
山
町
島
）

▲皮を剥くのも一苦労！？
真剣な表情で調理しています

▶
イ
カ
と
里
芋
の
煮
つ
け

　
お
い
し
く
で
き
あ
が
り

　
ま
し
た

た
か
や
ま

ま
つ
し
ろ
じ
ょ
う

このたび、南丹市農業委員会だよりは、第29回京都府農業委員会広報コンクールに於いて銀賞を受
賞しました。取材にご協力をいただいた方々にお礼を申し上げますとともに、これからも皆様からの
ご意見や情報提供をよろしくお願いします。（広報委員一同）

JA高山共選所JA高山共選所

地域の食と農業の情報紙『なんたん』
自慢の農作物・地域の積極的な取り組み・地元野菜の
食べられるお店など、すてきな情報をお待ちしております。
農業委員会事務局　電話：0771-68-0067

　とにかく広い南丹市。
　南丹市のあちらこちらでは、その地域ならではの面白く、
楽しい、また興味深い取り組みがされています。
　そんな南丹市の、あっちこっちのできごとを紹介します。
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